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全６枚

つくば市は、公職選挙におけるインターネット投票の実現に向け、市内有権者の
約１割にあたる２万人を対象とした大規模な実証実験を実施します。今回の実証で
は、市内の研究機関（筑波実験植物園・気象庁気象研究所）が開催するイベント企
画案の中から、関心が高いテーマを選んでいただきます。実際の選挙を想定し、投
票案内のはがき（別添参照）を郵送して個別の投票コードを用いた投票を行います。

筑波実験植物園・気象庁気象研究所とのコラボ企画

２万人規模のインターネット投票を実施します

【インターネット投票期間】
令和８年２月10日（火）～ 24日（火）18:00

【対象者】市民２万人
・マイナンバーカードを保有する15歳以上の市民から無作為に抽出（令和７年11月30日抽出）
・対象者に令和８年２月９日から投票案内のはがきを発送

【投票テーマ】
筑波実験植物園と気象庁気象研究所

によるイベント企画案の中から関心の
高いテーマを投票していただきます。
投票結果を踏まえ、令和８年4月の

「科学技術週間」に両機関がイベント
を実施する予定です。

【投票方法】
スマートフォンに加えパソコンからも投票できます。投票にはマイナンバーカード

（署名用電子証明書）が必要です。なお、今回は電子証明書が搭載されたスマートフ
ォンであれば、マイナンバーカードの読み取りは不要です。



別添 投票案内はがき



別添 投票案内はがき



つくば市インターネット投票・大規模投票用テーマ詳細（植物園）

皆さんは、「科学技術週間」につくば市内で開催されるイベントに参加したことはありますか？

2026年4月に開催予定の科学技術週間において、市内に立地する「筑波実験植物園」と「気象研究所」が、市民の皆さんに今年のイベント案のアンケート投票を行い、

関心が高かったテーマについて、実際に市民向けイベントとして開催することを考えています。

筑波実験植物園に期待することに投票！
みなさまからの投票結果を、これからの展示・イベントなど植物園の活動に活かします。

植物研究の推進

生き物の不思議を解き明かす研究をいっそう進
め、成果を発信します。研究の最前線を紹介す
ることで「科学の街・つくば」を感じることを目指し
ます。

緑あふれる憩いの場

つくばの「まちなか」で森林浴できる貴重な自然を
大切にし、リフレッシュやウォーキングを楽しめる市
民のサードプレイスとなることを目指します。

生物多様性保全への貢献

生き物を絶滅から救うことに役立つ調査と研究を
進め、地域の自然を守りよりよくする取り組みに
貢献します。

展示・イベントの充実

生きた植物を使って最新の研究成果をわかりや
すく伝える企画展やガイドツアーなどを通じて、植
物や自然のおもしろさを伝えます。

四季を感じる空間

屋外植物園を整備し、季節とともにダイナミックに
変化する植物の生態を楽しんでいただけるように
します。見ごろの植物をホームページなどで紹介し
ます。

つくばの自然を学ぶ場

筑波山などで見ることができる代表的な植物を
展示します。「ほんもの」の植物を使った、地域の
自然の豊かさを感じられる展示をします。

日本と世界の珍しい植物の展示

バックヤードで保全する絶滅危惧種を公開すると
ともに、極限環境で育つ植物などの生態展示を
充実させます。

すべての人が楽しめる場

だれもが安心して過ごすことができ、あらゆる世代
の市民が気軽に集まり楽しく学べる場となることを
目指します。



つくば市インターネット投票・大規模投票用テーマ詳細（気象研）

🌍 未来の天気をのぞいてみよう！
― 地球温暖化で気候はどう変わる？ ―

猛暑や大雨はこれからどうなる？
スーパーコンピュータを使って、温暖化が進んだ未
来の日本と世界の気候をわかりやすく紹介します。

🌱 温室効果ガスを「測って」「診る」

地球温暖化の原因となる二酸化炭素やメタン。
それらはどのように正確に測られているのか？
長年続けてきた観測の取り組みを紹介します。

⛈️ 豪雨を見抜け！最前線の観測技術
― ドローンとレーダーで積乱雲を追う ―

激しい雨のカギは「水蒸気」。
ドローンや最新レーダーを使った新しい観測方法
と、その予測への効果を紹介します。

🌊 地震と津波
― 被害をへらすために ―

強いゆれや津波の被害を受けてきた「地震大
国」日本。
被害を小さくするために気象研究所が取り組ん
でいる研究を幅広く紹介します。

🌧️ 線状降水帯はどこまで予測できる？

同じ場所で雨が降り続く「線状降水帯」。
最新の研究で、どのように予測し、豪雨被害の
軽減につなげているのかを解説します。

🌀 台風の“本当の姿”を追いかけて

急速に発達する台風はなぜ生まれる？
南の海上で発生する台風の“本当の姿”を捉え
るため、気象研究所が行っている多彩な観測を
紹介します。

🌧️ 集中豪雨の正体を探る
― 線状降水帯って何？―

毎年、日本を襲う集中豪雨。その多くに関わる
線状降水帯とは？
名前の由来から、発生の仕組みまで、基本から
説明します。

❄️ 氷の大地・グリーンランドで何が起きてい
る？
温暖化で急速に融ける氷床は、海面上昇にも
影響します。
グリーンランドでの最前線の観測研究と、日本の
積雪情報への貢献を紹介します。

皆さんは、「科学技術週間」につくば市内で開催されるイベントに参加したことはありますか？

2026年4月に開催予定の科学技術週間において、市内に立地する「筑波実験植物園」と「気象研究所」が、市民の皆さんに今年のイベント案のアンケート投票を行い、

関心が高かったテーマについて、実際に市民向けイベントとして開催することを考えています。

科学技術週間の恒例行事 気象研究所「ミニ講座」のテーマ候補に投票！



つくば市インターネット投票・大規模（２万人対象） 実証ポイント

●本番さながらの運用
市内有権者約20万人の１割にあたる２万人へ「投
票案内はがき」を郵送し、個別コードで厳格に管理

●パソコンからも投票可能に
大きな画面で投票候補を確認でき、使い慣れた
パソコンから投票可能に

「マイナポータルアプリで認証する」を押下

後、「QRコードを表示してスマホで読み取

る」ボタンを押下してQR表示

マイナポータルアプリの画面イメージ

Android版iOS版

スマホでマイナポータルアプリを起動し、

QRを読み取り、本人認証します。

案内はがき（サンプル）

投票コード（サンプル）

●マイナンバーカード読取なしも可能に
スマホ搭載の電子証明書により、カード読取の手間を解消

Android版

iOS版

マイナンバーカードのスマホ搭載機能

を使えば、カードの読み取りが不要な

ので、すぐに投票完了となります。

マイナンバーカードをスマホ

にかざして読み取ります。
マイナンバーカード利用の場合

マイナンバーカードなし（マイナンバーカードのスマホ搭載）の場合


